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いて，音源から 3 m 地点において音圧レベ
ル(SPL)測定を行った。 
2.1 降雪時 
降雪時における SPL の測定結果を Fig.2
に示す。SPL は 5 回測定した平均値である。
実験時は気温-2.6℃，平均風速 2.0 m/s，雪
密度 83.38 kg/m3 であった。降雪下での SPL















平均気温-5.4℃，平均風速 2 m/s で屋外に 5
時間放置して自然着雪させた結果，パルス
駆動時は 0.175 g，停止状態では 0.213 g 着
雪したが，有意な違いは確認できなかった。  
 





(a)Little snow    (b)Amount of snow 
Fig.4 Artificial snow accretion. 
2.3 着氷時 
着氷時の，アドミタンスおよび SPL の測









































































Mean wind speed:2.0 m/s 
 
Density of snow:90.083 kg/m3 
 













Fig.5 Admittance characteristics under icing. 
 
Fig.6 SPL under icing. 












距離 1.7~2.3 m および 0~0.6 m での SPL 測
定結果を Fig.9に示す。降雤範囲が 1.7~2.3 m
離れていると，SPL の変化は少なかったが，















































































































Little icing Holey  Even surface 
No load 
Little icing Even surface 
Holey surface  
Rough surface 

















Fig.8 Equipment of rainfall. 
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